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業績予想の修正及び営業外収益（投資事業組合運用益）の計上に関するお知らせ 
 

 

 当社グループは、最近の業績動向等を踏まえ、2022年４月６日開催の取締役会において、2021年７月14日に

公表した 2022年５月期の連結の業績予想を修正することを決議しましたので、下記の通りお知らせいたします。

また、併せて営業外収益（投資事業組合運用益）の計上につきましてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について  

2022年５月期通期連結業績予想数値の修正(2021年６月１日～2022年５月31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

3,193 

百万円 

133 

百万円 

130 

百万円 

79 

円 銭 

4.39 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 3,143 209 237 140 7.70 

増  減  額   （Ｂ－Ａ） △50 75 103 59 － 

増  減  率    （ ％ ） △1.6 56.7 81.7 75.4 － 

(ご参考)前期実績 

（2021年５月期） 

 

2,880 

  

△209 

 

△224 

 

△217 

 

△12.07 

 

２．修正の理由 

2022年５月期においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響が長期化しており、依然として先行き

の不透明な状況が続いております。これに対して当社グループは、主にプロモーションの抑制や人材活用の効率

化を行ったことにより、広告宣伝費や人材関連費用が当初想定していたものよりも下回る見通しとなりました。

その結果、前回予想に対し営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は増加し、予想を上回る見

込みとなりました。 

 

３．営業外収益（投資事業組合運用益）の計上について 

 当第３四半期連結会計期間（2021年12月１日～2022年２月28日）において、当社が出資する投資事業組合に

おける投資先の株式売却に伴う当社への配当として、投資事業組合運用益 34 百万円を営業外収益として計上す

ることとなりました。 

 

（注）業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


